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では1故長根正樹様の夫人ダキ子

様のテープカラトで幕を開けました。セレモニー後はと

ても和やかな雰囲気の中、作品を前に談笑しながら見て

いました。こちらは11月 30日 lAlま で開催しております。

是非 !切 り絵の世界を見に来てください。

また、美術館の外では親子秋まつりを開催しました。

『美術館はキャンバスだ !』 と銘打ち子供達が大きな紙

や道路に絵を描いたり、シャボン玉アー トをしたりと、

普段できない体験を満喫しました。
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高橋専任研究員―押し作品
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※常設展にて展示しています

『 呂颯鶉寇Å釉濶魃儡晰楊燿躙又鰺―繹魏饂鱚輻漑■ ― 晰 財鼈― 』

常設展示室には、大きな F100、 F200号 クラスの油絵
が展示しており、躍動感があり、強く心に迫って来る。

その中で、1枚のみ水彩の 30号の鹿踊を展示しており
ます。

構図、色、タッチ等により、躍動感あるいはユーモラス

のある絵だと思っていましたがt長い期間見ているうち
に、何かそれ以外の緊迫のような感じがしてきました。

それは、水墨画の本によく出てくる宮本二天 (武蔵)筆
のさりげない描写の中の真剣そのもの 0・ ・

利根山光人画伯は、マヤ文化の魅力 (魔性と怪奇の美 )

にとりつかれ、数十年、ジャングルの奥地へと出かけ、過

酷な環境での挑戦探索を行いました。

紹介の絵は、円相のような、あるいは三角のタッチ、バックのタッチ、

流れるような強弱の線へと、心身体当たりした経験が、瞬間に描かせたよ

うな気がします。 高橋平光 専任研究員



平成29年度 絵画教室 修了しました !

千田浩文講師 高橋平光講師

平成 29年 4月 8日 lILlの 開講式から毎月 2回、計 10回 の講
義を終え8月 26日 lILlに閉講式を行いました。

受講生は 5名でしたが、そのうち4名に修了証書を渡しまし

た。受講生のほとんどが油絵は描いたことがなかったのですが、

講師指導の下、受講生の皆さんはすばらしい作品を完成させて

いました。

【受講生・講師のコメント】
【受講生】

○あっという間で、とても名残惜しい。これからも続けて絵を

描きたい。               (石 川光代さん)

070歳で始め、今は絵を描 くのが楽しく、はまってしまった。これからも続けてやっていきたい。いい機
会を与えてもらった。 (菊地 英さん)
○ボケ防止もあって参加 した。油絵は最初わからなかったが先生たちに教えてもらい感謝しています。

(菊池善康さん)

○中学以来、絵を描きました。退職して油絵を描きたいと思った。教えていただいた先生たちに感謝してい

ます。作品が出来上がってよかった。またこれからも続けていきたい。

【講 師】
(大森正直さん)

○修了おめでとうございます。私の手法は参考程度でしたが、皆さんの絵を描

くことへの熱い想いや、絵を描 くことが楽しいという気持ちが伝わってきて、

私も刺激を受けました。これからも光の会などで一緒に絵を描いていきたい。

(高橋平光講師)

010回では少ないと感じましたが、これからも続けてほしい。光の会の展示に
も出展してほしい。歳をとればとるほど、絵は描きたくなるものです。

(千田浩文講師)

最後の講義の様子

4月 から 10回の教室で学んだ作品を是非 !見にいらしてください |

※おでんせプラザ ぐろTぶは、当課生涯学習文化課が入るビルになります。

発 行 北上市まちづ くり部生涯学習文化課
〒024-0061 岩手県北上市大通り1-3-1 電話 0197-72-8304 FAX 0197-63-3121

鼎
柵側
＝
憮

職
難
■
襲

1


